
 

 

 

 

 

 

 

 

【辺野古署名、２０万筆 メイさんら賛同 米回答義務の倍に】 2019/01/09 東京新聞より 

  

米軍普天間（ふてんま）飛行場（沖縄県宜野湾（ぎのわん）市）の移設に伴う名護市辺野古（へのこ）の新基地

建設を巡り、２月の県民投票まで工事を止めるようトランプ米大統領に求める嘆願書への電子署名が８日、期限

を迎えた。本紙の確認で、集まった署名数は、米政府が公式に回答する規定数の２倍に当たる２０万筆を超えた。

国内外の多くの著名人が賛同するなど関心の高さをうかがわせた。 （村上一樹、島袋良太） 

 

 電子署名は米ホワイトハウスの請願サイト「ＷＥ ｔｈｅ ＰＥＯＰＬＥ」で実施。辺野古の署名は、日本時間８日午

後２時の期限までに約１９万９８００筆が集まった。期限を過ぎても米政府が回答を掲載するまで署名は可能で、

期限の約１時間後には２０万筆を突破した。 

 この数は、サイトで確認できる中で５番目に多い。最多は、トランプ氏の全事業と財産の没収（約３６万３０００

筆）で、銃火器規制法の撤廃（約２９万６０００筆）などが続く。 

辺野古の署名は、ハワイ在住で沖縄出身者の血を引く日系四世の作曲家ロブ・カジワラさん （３２）が先月８日

に始めた。国内外の著名人が会員制交流サイト（ＳＮＳ）で協力

を呼びかけるなど賛同が広がった。中でも、タレントのローラさん、

英ロックバンド「クイーン」ギタリストのブライアン・メイさんらの書

き込みは大きな反響を呼んでいる。 

署名は３０日以内に１０万筆を集めると、米政府が回答を義務

付けられる。辺野古の署名が１０万筆を超えたのは先月１８日。

回答はそこから６０日以内となる。ただトランプ氏はオバマ前大

統領が始めた請願サイトに批判的なことで知られ、署名が規定

数に達しても政府見解を回答しない対応が続いている。 

 カジワラさんの嘆願書では、昨年９月の沖縄県知事選で新基

地建設反対を掲げた玉城（たまき）デニー氏が勝利したのに、

日本政府と在日米軍は県民の意思を無視していると指摘。県

が新基地建設の是非を問うために２月２４日に行う県民投票

まで、トランプ氏が工事停止を命じるよう求めている。 
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